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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

12月13日 生徒会の方もいよいよ１，２年生へバトンタ
ッチする時期（１月）が迫っており、この日の午後、新
生徒会役員に立候補した７名の生徒が、立会演説会に臨
みました。その中で、生徒会長に立候補した新里梨斗さ
んは、『いじめをなくしていく上で「違いを認めよう」「違う意見も認めよう」この
ことをスローガンとして活用すること、また、今以上に平良中を季節の行事で
彩っていきたい」との思いを演説してくれました。立会演説の後は、全生徒によ
る投票が行われ、生徒会長に新里梨斗さん、副会長に上里光清さん・豊見山凛子
さんが選ばれました。また、１２月は、１，２年生チームとなって初めての中体
連の大会「春季総体（先行開催３種目）」が行われ、ハンドボール・ソフトテニ
ス（男子）で優勝、また、野球では、宮古テレビ杯の優勝、さらには、吹奏楽ア
ンサンブルの県大会「管打楽器８重奏」で九州大会出場を決めています。

12月6日 今年で２回目の開催となった「ＰＴＡまつ
り」、お昼前に３学年行事として行われた「餅つき」に
始まり、体育館内外には、各専門部から出されたゲーム
等のブースやキッチンカーが用意されました。また、舞
台の方では、総務部の翁長さんがＭＣを務め、生徒出演
として吹奏楽部・生徒BANDが演奏を披露、その後は、稲
垣エイサーチームやダンス部、ヲタ芸も舞台を大いに盛
り上げてくれました。後半は、ＭＣが出題する先生方を
テーマにした○×クイズを楽しみ、ビックバンド（本校
教員）による演奏で舞台の方は幕を閉じました。この一
年を締めくくる大きな行事となりましたが、何より生徒
の皆さんの楽しそうな笑顔、そして、生徒・保護者・教
員のみんなが一体となった魅力ある学校にふさわしい素
晴らしい行事となりました。有り難うございました！

「２学期終業式」 「夢」について考える冬休みを！

右写真 12.2４ 宮古毎日新聞より春季総体「先行開催」 バスケ・空手・ハンド・ソフトテニス

魅力ある学校づくりに向けて

８月２６日に始まった令和６年度２学期も、今日の終業式を迎
えることとなりました。冬休みを迎えるに当たって、皆さんに考
えてほしいことがあります。それは、自分の将来の「夢」につい
てです。「夢」について考えるにあたって、ある人物についてお
話をします。それは、大谷選手です。昨年末、１０年契約の１０
１５億円スポーツ史上最高額の契約でドジャースに移籍した大谷
選手、この一年、そのドジャースでの活躍もやはり期待通りでし
た。ホームランと盗塁で大リーク史上初となる５０ー５０を達成
し、今年もまた、文句なし満票でのＭＶＰに選ばれました。
その世界一のプロスポーツ選手となった大谷選手、このレベル
に至るまでに、大谷選手も夢をもち、その実現の為にかなりの努
力を積み重ねてきました。これは「夢マップ（マンダラチャート）」（右上）と呼ばれるものです。この夢マップは大谷選
手が１６歳高校１年生の時に書いたものです。大谷選手は夢マップの真ん中に「ドラ１ ８球団」と書きました。ドラ１と
は、プロ野球のドラフト会議（新人選手指名会議）で、１位に指名される選手になりたい且つ８球団から指名されたい。
そういう夢を既に高１の頃から持っていたということです。そして、その周りに書いたことが「体づくり」「コントロール」
「ボールの切れ」「ボールスピード１６０ｋｍ」「変化球」「運」「人間性」「メンタル」の８つです。つまり、この８つ
は「ドラ１ ８球団」の夢を叶えるために必要なものということです。皆さんも気づくと思いますが、技術的なことだけで
なく「運」や「メンタル」、そして「人間性」も書いているところが素晴らしいですね。
明日からの、冬休みは、普段とは違って、少しゆとりのある時間となるはずです。その
冬休みの時間に、将来の自分がなりたいもの、その夢でもいいですし、あるいは、近い将
来、成し遂げたい夢でもいいです。高校進学もその１つです。そして、それを考えたら次
は、大谷選手がしたように、夢を実現するために、叶えるために何をすればよいかを考え
てください。そして、新年には、その夢に向かう第一歩を踏み出してください。最後にな
りますが、この言葉を紹介します。一年の計は元旦にあり「一年のことは年の初めの元旦に計画を立てるべきである」物事
は始めが肝心、叶えたい夢は何かその実現のためになすべきことは何か、そのなすべきこととの計画を立てて着実に行って
いけるようにしてください。新しい年、令和７年（２０２５年）が、未来に向かう皆さん一人一人にとって、夢を叶えるあ
るいは、夢の実現に近づくＳＨＩＮＰＯする一年となることを心から願っています。 ２学期終業式「校長式辞」より


